
第 62 回「麓彩会展」

－19－ －18－

■第 1展示室

　今からほぼ 1年前、当館としては

画期的な日本画の展覧会を開催した

のですが、残念ながら、コロナ禍の

影響により会期半ばで終わらざるを

得ませんでした。春以降、美術を巡

る環境が極端に厳しくなったのはご

承知の通り。展覧会も多くが中止、

延期となり、日本画家の方々とも顔

を合わせる機会がなくなりました。

　ところがつい先日、その懐かしい

お名前を札幌のギャラリーで見つけ

たのです。出品作はどれも小品でし

たが、そこには凝縮された熱い思い

が溢れており、逆に励まされる思い

がしたものです。

あれから 1年

柴
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 　勤
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館　長

 ―中谷宇吉郎と霧の研究―
454 回

　　『森の入口の白い樹』

1978 年　小川原　脩　画

展覧会のお知らせ

小川原脩記念美術館 ☎ 21-4141

観 覧 料 ： 一 般 500 円（400 円）

高 校 生 300 円（200 円）

小中学生 100 円（ 50 円 )

倶知安風土館 ☎ 22-6631

観 覧 料 ： 一 般 200 円（100 円）

高校生以下、美術館観覧者無料

※（　）内は 10 名以上の団体料金

2 月の休館日 毎週火曜日、24 日
※ 23 日は開館

美術館のみ 8日～ 12 日

（展示替えのため休館）

開館時間は
入館は

9時～ 17 時
16 時 30 分まで

　第 2次世界大戦期、ニセコアンヌプリ山頂で着氷実験を行っていた中谷宇吉郎は同時期、霧の研究実験も

行っていました。

　実験は北海道東部（道東地方）から千島列島にかけての地域で行われていました。この地域では春から夏

の時期を中心によく霧が発生するため、実験地として適していたのでしょう。霧の研究実験は 2期に分かれ、

1944 年 6 月から第 1 期の研究が根室駅の近くで始まりました。目的は霧の物理的性質を把握すること。つ

まり、霧粒の大きさや個数、気象条件による変化などの基礎データを集めることでした。次は霧を人工的に

消すこと。霧は空気が暖まると自然消滅します。そのため、人工的に霧を消散させるためにどれくらいの熱

量が必要か、火炎放射機を使って実験した結果、「霧の人工消散の基礎資料」が得られました。

　先月に続き、「森の入口の白い樹」を紹介します。今回の作品では、白い

樹とキタキツネたちが登場し、こちらをのぞき込むように大きく描かれたキ

ツネの顔が印象に残ります。実は、この「森の入口の白い樹」シリーズは現

在分かっているだけでも 1978 年から翌年にかけて 13 点が制作されていま

す。こういった同じテーマや題材に基づいて作品を作るスタイルは連作と呼

ばれ、モネの「睡蓮」が有名です。

　よく似ているけれど、やっぱり違う…という連作のなかの一点が 1978 年の新聞記事に載っています。同

年に東京・銀座で開いた個展で、この新しいシリーズを発表した時のものです。「以前はシャープとかクー

ルとか評されたが、近ごろは優しく温かくなったと…。理由が見当たらないんだが、年をとったせいかもし

れないな」と本人の談。小川原の画業をたどると、翌 79 年の中国旅行がアジアへの傾倒、深い精神性をた

たえた穏やかな空間表現への大きな転換点として捉えられることが多いのですが、平らかで安らいだ精神性

は、倶知安の自然に生きる動物たちに触れ、すでに小川原の中に醸成されつつあったのではないでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文：沼田　絵美（小川原脩記念美術館　学芸員）

　基礎データ収集後の、第 2 期の目的は「霧の局地的人工消散」の成功にあり、

1945 年の春になって陸軍の苫小牧飛行場で実験が行われました。トラックに燃

焼装置と送風機を取り付けた「消霧車」を制作、実験して試験がほぼ完了し、一

定の成果が得られたときに終戦を迎えることになりました。

　ゼロ戦の着氷実験や霧の研究は軍部から委託された戦時中の研究であったの

で、終戦を迎えるにあたって、大学から研究資料を廃棄するように言われました

が、彼はそれを拒否しました。それは彼が行った基礎研究は自然の本質を明らか

にする「役に立たぬはずはない」ものであり、いつの日か人々の暮らしを良くす

るものだという強い信念があったからでしょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　文：林　伸也（倶知安風土館　学芸補助員）

小川原脩展「≪森の入口の白い樹≫と北の動物たち」

　会　期：開催中～ 4月 18 日㈰

■第 2展示室

　会　期：開催中～ 2月 7日㈰
本庄隆志展「イメージのコラージュ」

　函館市出身で倶知安町在住の画家・本庄隆志さん初の回顧展。

これまで当館で開催されたグループ展への出品を通して地域の美

術ファンにはなじみ深い作家である本庄さんの、練られた構図に

心象を丁寧に描き出す 1980 ～ 90 年代の作品や、静かな視線で周

囲の自然を捉えた近作など 20 数点を紹介します。札幌、函館、

そして倶知安へと活動の場を移しながら、その時々の風景と心象

を重ね合わせ、具象と抽象を行き来しながら紡ぎ出される絵画世

界の全貌をご覧ください。

　会　期：2月 13 日㈯～ 4月 18 日㈰

アート・イベントのお知らせ

「小川原脩と北の動物たち」

　日　時：2月 6日㈯　① 14 時 ② 15 時（いずれも同内容）

　会　場：第 2展示室（要観覧料）お話し：沼田絵美 (学芸員 )

■ギャラリートーク

「ニセコアンヌプリの着氷実験と、それを支えた地域の人々」

　冬の旭ケ丘公園をスノーシューで歩きながら、今の季節ならではの生き物を観察します。

■風土館特別展「中谷宇吉郎生誕 120 周年記念展」

■ふるさと探訪「冬の旭ケ丘公園で雪虫を探そう」※要予約

 

「
人
の
役
に
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」
は

中
谷
の
信
念
の
言
葉

書籍『中谷宇吉郎』
（杉山滋郎著）

　会　期：開催中～ 2月 28 日㈰
　協　力：中谷宇吉郎生誕 120 年記念事業実行委員会、中谷宇吉郎雪の科学館、北海道大学総合博物館

　日　時：2月 28 日㈰ 9 時～ 13 時　定　員：8名（先着順）※貸出用スノーシュー有（無料）

　講　師：小田桐亮（風土館職員）　集合場所：雪ん子館前駐車場（字旭）

「本庄隆志　イメージのコラージュ」※展覧会初日のため無料

　日　時：2月 13 日㈯ 10 時～　会　場：第 1展示室

　お話し：本庄隆志さん（画家）

世界のグレートアーティスト⑧

「シャバンヌ　パンテオンを飾った画家」

　日　時：2月 20 日㈯　① 14 時 ② 15 時　お話し：柴 勤 (館長 )　

ユネスコ世界遺産⑦「教会建築」

　日　時：2月 27 日㈯　① 14 時 ② 15 時　お話し：柴 勤 (館長 )

■アーティスト・トーク

■土曜サロン※いずれの回も映像ルーム（無料）で定員 10 名


